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医療活動をインターネットで

ＡＭＤＡが実験中継
茨城防災訓練現場できょう
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災
訓
練
に
参
加
し
、
緊
急
医
療

　
　
活
動
の
訓
練
の
横
様
を
イ
ン
タ

　
　
ー
ネ
ッ
ト
で
実
験
中
継
す
る
。

　
　
救
援
活
動
と
併
せ
、
災
害
の
緊

-

　
世
界
1
8
力
国
に
支
部
を
持

ち
、
医
療
援
助
や
災
害
救
援
を

展
開
し
て
い
る
非
政
府
組
織

　
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
の
ア
ジ
ア
医
師
遵

絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
、
本
部

・
岡
山
市
、
菅
波
茂
代
表
）
は
、

茨
城
県
が
3
1
日
に
行
う
総
合
防

急
情
報
を
現
場
か
ら
世
界
中
に

即
時
に
発
信
し
、
現
場
の
実
情

把
握
や
支
援
者
の
理
解
を
求
め

る
の
が
目
的
。
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
、
国

内
外
の
災
害
現
場
で
自
前
の
広

域
放
送
を
行
う
先
駆
け
と
な

る
。
　
訓
練
は
防
災
の
日
（
９
月
―

日
）
を
前
に
、
大
地
震
発
生
を

想
定
し
、
同
県
守
谷
町
で
約
２

０
０
０
人
規
模
で
実
施
す
る
。

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
か
ら
は
3
6
人
が
参
加

し
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
や
救
急
車

な
ど
で
現
場
に
駆
け
つ
け
救
護

所
を
設
置
す
る
。
被
災
者
の
応

急
医
療
や
治
療
の
緊
急
度
別
に

振
り
分
け
る
「
ト
リ
ア
ー
ジ
」

な
ど
を
行
う
。

　
こ
れ
と
並
行
し
て
、
メ
ン
バ

ー
の
う
ち
1
2
人
が
、
特
殊
な
ビ

デ
オ
カ
メ
ラ
で
ト
リ
ア
ー
ジ
の

模
様
な
ど
を
撮
影
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
送
り
込
む
。
実
験
で

は
、
同
時
に
大
量
の
情
報
を
送

り
込
め
る
Ｉ
Ｓ
Ｄ
Ｎ
回
線
を
使

う
ほ
か
、
通
信
網
が
寸
断
さ
れ

た
場
合
も
想
定
し
、
携
帯
ア
ン

テ
ナ
を
使
っ
た
衛
星
通
信
回
線

の
使
用
も
試
み
る
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
昨
年
か
ら
、
防

災
の
日
に
合
わ
せ
、
東
京
都
や

埼
玉
県
の
総
合
防
災
訓
練
に
参

加
。
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
構
想
で
は
今

後
、
こ
う
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
放
送
で
国
内
外
の
被
災
者
と

医
療
チ
ー
ム
を
取
り
巻
く
環
境

を
広
く
伝
え
、
支
援
者
の
理
解

を
深
め
て
い
く
。

　
茨
城
県
訓
練
で
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

責
任
者
の
鎌
田
裕
十
朗
医
師
は

　
「
国
境
を
超
え
た
活
動
で
は
通

信
手
段
の
確
保
が
難
し
い
。
現

在
、
各
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
方
法
を
模

索
し
て
い
る
。
私
た
ち
も
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
の
実
情
に
合
っ
た
方
法
を

追
求
し
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　
同
県
の
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
防
災
訓
練

の
中
継
は
3
1
日
午
前
1
0
聴
～
午

後
○
時
5
0
分
。
ア
ド
レ
ス
は
、
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